
  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行：甲府市協働支援センター 

甲府市協働支援センター ℡055-231-5537 住所：甲府市宝 2-8-19（甲府市役所西庁舎、旧穴切小） 

あつ活 
NEWS! 

みんなで「あつまり」「つながり」

「活躍する」ためのホットな情報 

をお届け！ 

第 2１号 
2025.2 月 

地域で活躍する皆さんの 

熱い活動を紹介するコーナー！ 

  旧鈴村邸はリニューアル工事を終え『地域のつながり拠点』として、令和 6

年１２月 7 日にオープンしました。この施設は邸宅のオーナーが所有するア

ンティークグッズを展示する部屋と交流スペースやカフェが設けられていま

す。多世代交流スペースと名付けられた一室は、山梨県立大学の学生を中心に

運営され、地域住民向けのイベントや地域課題発掘の活動拠点として活用さ

れていく予定です。１０月２０日には、学生も邸宅のリニューアル工事に参

加。壁塗りなどの作業を手伝って施設のオープンに備えました。 

▲学生に思いを語る飯田さん 
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 １１月３０日、山梨県立大学地域研究

交流センターが主催する『春日地区の空

き家について考える』をテーマに、鈴村

邸活用の将来像を考えるワークショップ

が開催されました。春日地区自治会連合

会の加々美会長を始め、地域住民１９名

と安達ゼミの学生合わせて３７名が参加

し、５つの班に分かれ理想的な将来像を

発表し合いました。 

 施設オープン後は、鈴村邸の多世代交

流スペースに出来上がった将来像を掲示

し、来場者に向けて情報発信をしました。

参加した学生たちは『みんなが望むこと

を実現していく場にしていきたい』との

想いを語ってくれました。 

の
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古民家は旧鈴村邸と言います 

旧鈴村邸は戦後間もない昭和 24

年に建築された平屋建てで、甲府市

丸の内の中心市街地に残る数少な

い邸宅として現存しています。 
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誕生 

古民家再生と地域の将来像 
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学生 × 鈴村邸オーナー 

 邸宅のオーナーで、ここで育った飯田千

春さんは掲示された将来像を前に、学生た

ちに施設活用の想いを語ってくれました。 

『展示してある古いと思ったちゃぶ台も、

若手の皆さんはかわいいと言ってくれる。

若手の感覚にシニアの感覚が響く部分が

多いことを感じた』『公民館とは違う畳の

温かいイメージの中で、学生の皆さんの力

で元気溢れる地域を復活させてもらいた

い』とのことです。 

 学生と住民の地

域活動を育むみん

なの交流の場とし

て活躍していって

もらいたいですね。 

 

本人のイラストとともに 

班毎に課題点を整理しました 

春日地区加々美会長と学生たち 

安達ゼミの学生たち 
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あつ活 NEWS！第 21 号 2025.2 月 
 

甲府市協働支援センター ℡055-231-5537 住所：甲府市宝 2-8-19（甲府市役所西庁舎、旧穴切小) 

 

 

地域で活躍する皆さんの 

熱い活動を紹介するコーナー！ 

 

 

昨年に引き続き、今年で２回目の活躍です。自治会活動

の担い手不足をあつ活サポーターである『甲府ビルサービ

ス株式会社』が支援をしてくれました。 

池田地区の例大祭にて、長松寺南部自治会が出店する夜

店の運営を支援してくれたのは、当社の社長と従業員の計

６名の皆さんです。 

▲職場実習に来た学生の４人 

６名の皆さんです。自治会

の方々からは『企業さんと

自治会で連帯感のある運営

ができて助かった。今後も

協力して欲しい』との感想

の声が聞かれました。 

朝日地区では、自治会連合会、民生委員児童委員協議

会、社会福祉協議会の三団体と甲府市消防団朝日分団

の共催で、『地震体験会』を開催しました。起震車も出

動して最大震度 7 の揺れを体験。充満した煙の部屋を

通り抜ける体験など 通り抜ける体験なども実施

されました。県防災センター

職員による災害講話では、避

難時対応方法を確認しまし

た。子どもの参加者も多く、

家族で災害時の対応を確認

し合っていました。 

あつ活サポーター 甲府ビルサービス（株） 

▲起震車も出動して震度 7 を体験 

 この度、自治会運営をサポートしてくれる『あつ活サポーター団体』に「公益財団法人住吉偕成会 すみよし生活支援

センター」が加わりました。これにより、あつ活サポーターの登録数は１６団体になりました。 

すみよし生活支援センターではこれまで以上に地域に開かれた組織を目指し、地域交流事業に力を入れていくことを

実践しています。アニマルセラピーで地域交流を深めようと、令和 7 年 1 月からビーグル犬でオスのセラピードック

『マルコ』くんを職員として採用しました。セラピードックの職員採用は全国的にも珍しい取組とのことです。 

 警察犬訓練所で教育を終えたマルコくんは、週休 2 日制で

勤務をしています。住吉偕成会では動物による癒し療法（ア

ニマルセラピー）に着目し、令和５年 5 月頃から導入を検討

してきました。当会での勤務のほか、民生委員を通じてボラ

ンティアとしても、地域で生きづらさを感じている方などに

アニマルセラピーの効果を感じてもらいたいとのことです。

当センターでは、今後、自治会を始めとした地域に向けても

活躍の場を拡げていきたいと語ってくれました。 

新しい取組 

●名前 マルコ 

●犬種 ビーグル 

●生年月日 令和 6年 7月 15 日 

●性別 オス 

●出生地 石川県 

●その他 

異母兄弟の弟がいます 

プロフィール 

 

▲甲府ビルサービスの皆さん（ブース前にて） 

防災意識の向上 

協働支援センター 研修情報 

 
 

日  時 令和 7年２月１９日（水）、２０日（木）午後1時３０分～４時 

場  所 甲府市協働支援センター（旧穴切小学校） 

内  容 文書の作成と会計事務で役立つ簡単な表計算などを学びます 

対  象 地域で活動している各種団体の役員の方など 

定  員 各日１２名（先着順） 

持 ち 物 ご自分のパソコンを使って受講したい場合はパソコン 

申込方法 ２月１７日（月）までに電話で（☎055-231-5537） 

※２月３日（月）午前10 時から受け付けを開始します。 

これまでに協働支援センターで実施した研修の詳しい情報はこちらから▶ 

ワード・エクセル入門講座 

『魅せるチラシ作成講座』を開催しました 

■令和６年１１月２７日（水） 

多くの皆さまのご参加、ありがとうございました 


